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1　は　じ　め　に

秋田県では，県産米の評価向卜のために，昭和59年「あ

きたこまち」を奨励占占秤に採用し．「ササニシキ」とあわ

せて，良食味米の生産を図ってきた。「あきたこまち」の

普及とともに，それまで県内平坦都の＿主要な良質，‘友定多

収品種として長年にわたり貢献してきた「トヨニシキ」は，

食味特性が劣るため，近年，作付けの減少が著しい。

このような状況の下，「あきたこまち」や「ササニシキ」

と組合せて適正な品種構成のバランスをとるために，また，

低コスト化に対応するために，良質で安定多収の品種の西

成が望まれていた。

「あきた39」は「トヨニシキ」の食味を改善し，収録軋

耐病性，耐倒伏性等，渚特性が安定している巾生品種とし

て，平成3年度から秋山県の奨励品種として採用されたの

で，その特件の概要を報告する。

2　育　成　経　過

「あきた39」は昭和53咋に「トヨニシキ」熟期の良質，

良食味，多収を目標に，秋H】県農業試験掛こおいて，「」ヒ

陸110弓・」を母．「トヨニシキ」を父として人】二交配した組

合せの後代から，選抜，背成された。昭和59年F川t代か

表1／ト再及び収員調査成約

ら「秋M39号」の系統名で奨励㍊樺決定調蚕及び県内現地

試馬剣こ供試され，平成2咋「あきた39」の名で稚苗登録さ

れた。jl土成3年でF．51tt代である。

3　特性の概要

「あきた39」の111穂刺は「キヨニシキ」亜であるが．成

熟期は「トヨニシキ」、胸こなり，育成地では巾／上に属する。

「トヨニシキ」に比べ．相良は短く，穂数はH得度で，苧

型はやや短梓の偏桧車型である。収軌は「トヨニンキ」よ

りやや優り．品質は「トヨニシキ」灘に良い（表1）。

「あきた39」の特徴のlつは植村の良さにある。表2の

ように「あきた39」の植村を「トヨニシキ」と比較すると，

「あきた39」の枝校数は1次，2次とも「トヨニシキ」よ

り多く，各着柁数も多い。また，穂長1em当りの着粗放

も多く．「トヨニシキ」に比べて「あきた39」は，やや密

約である。しかし，「あきた39．jはl穂籾数が多いにもか

かわらず豊熟歩合の低トが少なくlトヨニシキ」と川程度

の登熟歩合を′Jミした。

「あきた39」のもう1つの特徴は，耐倒伏件が強いこと

である。lXHに．奨励．1㌔．稚決定試験における打年次の倒伏

程度を比較ムJ一挿とともに′Jミした。「あきた39」の倒伏程度

は各咋次及び標肥医一多肥区とも，比較品樺の「トヨニシ
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表2　熊村の比較（秋川農試／ト検標肥昭59）
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図1　奨励品種決定試験における倒伏程度の比較

キ」や「キヨニシキ」より小さく．強相で耐倒伏性が安定

していた。

これらのような安定，多収性は，奨励■～Jl種決定現地調査

においても見られ，l‾ぁきた39」の収最を「トヨニシキ」

と比較すると．「あきた39」は県内のはば全域で「トヨニ

シキ」、推以上の収旭を示し，特に内陸平坦都で「トヨニシ

キ」より多収であった。また，品質は「トヨニシキ」、lKに

良く，品質のふれも「トヨニシキ」より′トさかった。

「あきた39」の各種障害に対する抵抗性では，いもち痛

の真性抵抗性迫krはJJg一一αを所有すると推定され，睡l

場抵抗性は柔いもち，秘いもちとも「トヨニシキ」よりや

や弱いが，「‾やや強」にランクされる。「葉枯病抵抗性は

「やや忌引，穂発芽惟は「‾申」程度である。障害型冷害に対

する抵抗性は「トヨニシキ」よりやや弱く「弱」であり．

「あきた39」の入善な欠点である。

1 桔組 数
1 cm　 1ゝ 2 次 拉 致 登熱 歩 合 （％ ）

柁　　 数 比 率 （％） 空　 相　 2 次 粒

8 4．9 5．2 3 4．3 8 9 ．7　　 78 ．4

7 1．7 1．3 垂 万 89 ．4　　 80 ．6

衰3　テクスチュロメーターによる食味特性の検定

挿 名
雌。さ　 竺 言 －H ／H 付票：1こ H ／A 3

た 39 3．65　　 0．70　　 0．19　　 0．52　　 7．02

ニシキ 3．78　　 0．44　　 0．12　　 0．27　 14．00

二シキ 3．29　　 0．67　　 0．20　　 0．52　　 6．33

（秋川農試　昭58）

「あきた39」の食味特性として，表3にテクスチュロメー

ターによる測定値を示した。「あきた39」の粘り及び付着

性は「トヨニシキ」より明らかに人きく，ほぼ「ササニシ

キ」、棺であり，食味指標とされる一H／H，H／A3の偶

も「トヨニシキ」より明らかに優れていて，「ササニシキ」

に近い。食味官能試験では，「あきた39」の食味は「トヨ

ニシキ」より明らかに優るが．「ササニシキ」には及ばな

い。

4　ま　と　め

以仁の結果から，「あきた39」は各特椎をバランスよく

備えた良質．安定，多収占占種であり，「あきたこまち」や

「ササニシキ」との組合せによる品種配置の適正化や低コ

スト化に対応して，また，酒造用かけ米，更に田畑輪換の

畑作跡の初作用水稲品種として，県産米の良質，安定生産

に寄与することが期待される。


